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政務活動費どう使う
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より厳しい基準となっ
ている。その内容は
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活発な議論をくり広
げた
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平成27年度
決算を認定
市民のお金を使った
各事業がより良い効
果をあげているか審
査を行い、意見を添
えて認定した。
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私たちのお願い
どうなった
議員とかたろう会で
の市民の声に対する
執行部の回答

P10

あなたに届ける議会のホットニュース
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平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
は
9
月
2
日
に
招
集
さ
れ
、
10
月

3
日
ま
で
32
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
報
告
6
件
と
条
例
の
一
部
改
正
5
件
、
市

道
路
線
認
定
1
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
3
件
、
平
成
27
年

度
決
算
認
定
10
件
の
併
せ
て
19
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。
慎

重
審
査
の
結
果
、
9
月
20
日
、
平
成
27
年
度
決
算
認
定
10
件

を
除
く
9
件
の
議
案
を
可
決
し
た
。
そ
の
後
、
9
月
26
日
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
な
ど
10
件
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
慎
重
審

議
を
行
い
、
10
月
3
日
に
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
3
件
の
発
議

と
併
せ
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
し
、
第
3
回
定
例
会
が
閉
会

し
た
。
（
賛
否
表
は
9
P
）

　

今
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問
は
15
名
の
議
員
が
3
日
間
に
わ

た
り
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
部
へ
鋭
く
質
問
を
行
っ
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
大
幅
増 

10
億
87
万
5
千
円
に

区　分 平成27年度 平成26年度

財政力指数 0.388% 0.384%

実質収支比率 5.8% 5.7%

経常収支比率 86.4% 89.4%

実質公債費比率 7.7% 8.4%

将来負担比率 78.4% 84.5%

　

平
成
27
年
度
一般
会
計
決
算

状
況
は
、
歳
入
総
額
１
５
７
億

７
５
３
０
万
円
（
前
年
度
比
２

·

２
％
で
3
億
３
７
９
７
万
円

増
）。
自
主
財
源
比
率
は
38

％
（
前
年
度
比
2
％
で
4
億
６

２
４
０
万
円
増
）
と
増
加
し
、

依
存
財
源
比
率
は
62
％
、（
前

年
度
比
１·
３
％
、
1
億
２
４

４
３
万
円
減
）
と
減
少
し
た
。

理
由
と
し
て
、
国
庫
支
出
金

や
市
債
の
減
少
が
主
要
因
で

あ
る
。

　

歳
出
総
額
は
１
５
２
億
７
４

１
１
万
円
（
前
年
度
比
２·

３

％
で
3
億
４
５
１
３
万
円
増
）。

増
加
の
要
因
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
基
金
積
立
金

等
の
総
務
費
や
国
民
健
康
保

険
繰
出
金
等
の
民
生
費
、
ま

た
、
合
併
特
例
債
償
還
金
等

の
公
債
費
な
ど
が
増
加
の
主

な
要
因
と
な
って
い
る
。

　

た
だ
、
実
質
収
支
で
黒
字

と
な
っ
た
も
の
の
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
等
への
繰
り
入
れ

で
実
質
単
年
度
収
支
は
1
億

７
８
０
０
万
円
の
赤
字
に
な
り
、

今
後
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
実
質
収
支
2
億
８
８
２
０
万

円
の
歳
入
不
足
と
な
り
、
昨

年
同
様
、
翌
年
度
繰
上
充
用

で
対
応
し
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
ほ
か
7
特
別
会
計
に
つい
て

は
実
質
収
支
総
額
７
０
６
６
万

円
と
な
り
、
各
会
計
と
も
黒

字
決
算
と
な
っ
た
。

　

水
道
事
業
会
計
は
損
益
勘

定
で
３
６
０
０
万
円
の
黒
字
だ

が
、
資
本
勘
定
に
お
い
て
は
損

失
が
生
じ
、
過
年
度
分
留
保

資
金
で
補
填
さ
れ
た
。

主な財政指標

財政力指数とは
　基準財政収入額を基準財政需
要額で除して得た数値の過去3
年間の平均値で、指数が1を超え
る場合や1に近づくほど財政に余
裕がある。

経常収支比率とは
　義務的性格の経常経費に、地
方税・地方交付税等を中心とす
る経常一般財源収入がどの程度
充当されているかで財政構造の
弾力性を判断する。

公債費比率とは
　地方債の元利償還金の一般財
源占める割合。財政運営上10％
を越えないことが望ましい。

財政指標用語の説明

会計決算 を認定
▲ふるさと応援寄附金を使って改修される伝建地区
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 Q

　
一
般
会
計
と
は
、市
税
や
地

方
交
付
税
等
を
主
な
財
源
と

し
て
、人
件
費
や
扶
助
費
等
の

基
本
的
な
経
費
を
組
み
入
れ

て
計
上
し
た
会
計
で
市
の
予
算

の
中
心
と
な
る
。

　

特
別
会
計
と
は
、国
保
の
よ

う
に
特
定
の
人
た
ち
が
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
や
、農
集
排
事
業
の

よ
う
に
限
ら
れ
た
人
た
ち
が
利

益
を
受
け
る
事
業
で
、利
益
を

受
け
る
人
た
ち
が
負
担
す
る

お
金
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る

事
業
。他
に
公
共
下
水
道
や
浄

化
槽
、第
7・第
8
土
地
区
画
、

嬉
野
温
泉
駅
周
辺
土
地
区
画

等
が
あ
る
。

収
益
的
収
支
と
は

　

水
道
事
業
会
計
は
、民
間
会

社
と
同
様
で
、水
道
事
業
の
経

営
活
動
で
発
生
す
る
料
金
収

入
な
ど
の
収
益（
収
入
）と
、そ

れ
に
対
す
る
製
造
経
費
、人
件

費
や
固
定
資
産
の
減
価
償
却

費
な
ど
の
費
用（
支
出
）が
計

上
さ
れ
る
。

資
本
的
収
支
と
は

　

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、

経
営
規
模
の
拡
大
に
係
る
資
産

の
取
得
に
要
す
る
経
費
や
企

業
債
の
元
金
償
還
金
な
ど
の

支
出
と
、一
般
会
計
補
助
金
や

企
業
債
な
ど
の
収
入
が
計
上

さ
れ
る
。 

各決算の状況

一般会計の状況

市民（27,136 人）一人当たりにすると
平成 28 年３月末現在

　〔単位　万円〕

平成27年度 会計決算 を認定一 般
特 別
水道事業

会 計 名 総 収 入 総 支 出 差 引 額

一 般 会 計 157億7530万円 152億7411万円 5億119万円

特

別

会

計

国民健康保険 44億9831万円 47億8652万円 ▲2億8821万円

後期高齢者医療 3億2491万円 3億2376万円 114万円

農業集落排水 3億2548万円 3億1565万円 983万円

公共下水道 3億8461万円 3億7348万円 1113万円

浄化槽 7667万円 7416万円 251万円

第七土地区画 2億8911万円 2億8121万円 790万円

第八土地区画 1億3935万円 1億2815万円 1120万円

嬉野温泉駅周辺 6億794万円 5億8099万円 2695万円

水
道
企
業
会
計

収益的収支
水道料金他 経費支出 残高

6億4634万円 6億89万円 4545万円

資本的収支
補助金他 工事費償還金他 留保資金より支払い

1億2854万円 3億1052万円 2億2452万円

歳 入

歳 出

 Q

19.5%

10.4%
1.6%

2.0%

2.3%
36.7%

20.5%

7.1%

1.4%

14.7%

34.2%

9.0%

1.3%

5.9%

4.4%

8.7%

4.3%

8.1%

0.2%
7.9%

562,873円

市税負担（一人当たりの人口割）97,316円

借金負担
（公債費）
41,927円

民生費
190,649円

総務費
113,156円

農水費
37,440円

教育費
37,835円

土木費
52,333円

その他
89,534円

一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
相
違
点
は

収
益
的
・
資
本
的

収
支
と
は
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市
税
の
徴
収
率
は
微
増

な
お
求
め
ら
れ
る
向
上
対
策

　

景
気
減
速
等
の
影
響
に
よ

る
個
人
消
費
や
民
間
設
備
投

資
の
回
復
遅
れ
が
見
ら
れ
る

中
、
市
税
全
体
の
収
納
額
は
、

前
年
度
比
７
２
９
万
円
増
の

26
億
４
０
７
６
万
円
で
徴
収
率

は
82·

7
％
、
前
年
比
０·

９
ポ

イ
ン
ト
向
上
し
た
。

　

市
税
の
不
納
欠
損
額
は
、

固
定
資
産
税
の
増
加
に
よ
り

前
年
比
43·

4
％
と
大
幅
に
増

加
し
、
1
億
２
１
５
１
万
円
と

な
っ
た
。

　

収
入
未
済
額
は
、
前
年

度
よ
り
12·

9
％
減
少
の

４
億
３
０
５
４
万
円
と
な
り
、

固
定
資
産
税
の
収
入
未
済
額

が
75·

7
％
を
占
め
て
い
る
。

　

前
年
に
引
き
続
き
収
納
率

向
上
に
取
り
組
ん
だ
努
力
を

評
価
す
る
が
、
今
後
は
、
県

滞
納
整
理
推
進
機
構
と
の
連

携
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な

ど
滞
納
処
分
や
滞
納
整
理
の

強
化
等
、
実
効
性
の
あ
る
収

納
対
策
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。

▲決算審査をする総務企画委員会の分科会

貯金はこれだけ

借金はこれだけ 市税の徴収状況（現年課税分）

基金の内訳
貯金の項目 平成27年度末

財政調整基金 15億6682万円
減債基金 11億1835万円
地域づくり推進事業基金 4億1483万円
ふるさと応援寄付金基金 3億4万円
地域福祉基金 4億6405万円
ふるさと水と土保全対策基金 2041万円
公共施設建設基金 2億3827万円
学校建設基金 59万円
奨学資金積立金 5620万円
人づくり振興基金 5000万円
下水道事業基金 1億3773万円
土地開発基金 1億75万円
高額療養費資金貸付基金 730万円
肉用繁殖牛導入事業基金 2142万円
用紙類購入基金 123万円
合併振興基金ほか 13億3677万円
教育環境支援基金 7万円
合計 58億3487万円

地方債（借入金）の内訳

借入金の項目 平成27年度末

総務関係の借入金 7億1717万円

減税関係の借入金 1億2693万円

土木建設・公営住宅の借入金 5億1694万円

防災関係の借入金 6464万円

教育関係の借入金 4億1637万円

災害復旧債 2095万円

その他 6億6206万円

①臨時財政対策債 50億1821万円

②合併特例債 52億1513万円

③その他特例債 2億2915万円

合計 129億8755万円

科　目 収入予定額 収入額 徴収率 前年度比

市民税 10億3669万円 10億2148万円 98.5% 104.7%

固定資産税 11億7106万円 11億2613万円 96.2% 137.4%

軽自動車税 8045万円 7812万円 97.1% 105.3%

たばこ税 2億7247万円 2億7247万円 100.0% 100.0%

入湯税 7277万円 7264万円 99.8% 103.5%

計 26億3346万円 25億7086万円 97.6% 119.3%
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平
成
27
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
は
、
議
長
と
議
会

選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
16

名
の
議
員
で
設
置
し
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
（
８
件
）
歳

入
歳
出
決
算
、
な
ら
び
に
水

道
事
業
歳
入
歳
出
の
合
計
10

件
の
議
案
を
各
分
科
会
に
お
い

て
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
事

情
聴
取
を
行
な
い
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
回
よ

り
現
地
調
査
を
行
な
い
、
今

ま
で
以
上
に
内
容
の
あ
る
決
算

審
査
と
な
っ
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
や
市
税
・
地

方
消
費
税
交
付
金
の
増
加
で

前
年
度
よ
り
上
回
って
い
る
。

　

ま
た
、
徴
収
率
は
全
体
的

に
上
向
き
で
、
要
因
と
し
て

県
滞
納
整
理
推
進
機
構
等
他

機
関
と
の
連
携
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
な
ど
を
取
り
入
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

歳
出
は
、
塩
田
中
学
校
や

社
会
文
化
会
館
な
ど
大
型
事

業
の
完
了
で
大
き
く
減
額
と
な

っ
た
が
、
合
併
特
例
債
償
還

金
の
増
額
や
う
れ
し
の
茶
交
流

館
建
設
事
業
開
始
に
よ
り
前

年
度
よ
り
増
額
と
な
って
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
議
会
か
ら

以
下
の
指
摘
を
行
っ
た
。

決算審査に係る指摘事項報告書

最後に、「歓声が聞こえる嬉野市」を目指し、各会計の円滑な運営を図るべく、事業に関わる職員の
尚一層の努力を期待し、委員会の指摘とする。

『総務課』
☆防犯灯事業は10年計画で3年が経過し約900基が

設置された。残り約2100基を早急に設置するよう
検討を図るべきである。

『財政課』
☆ふるさと応援寄附金は緊急性の高い案件にも充当を

望む。
『うれしの温泉観光課』

☆観光施策は成果がみられる。更なる交流人口に向け
努力を期待する。

『税務収納課』
☆徴収努力は十分認められるが、更なる収納率向上に

向け担当人員数の検討をすべきである。
『企画･企業誘致課』

☆地域公共交通の重要性は認めるが、早急に事業の再
編や交通弱者のニーズに沿って地域に合った運行方
法を見直す必要がある。

『健康づくり課』
☆脳ドック事業は受診希望者が多く、疾病の早期発見

に大きく効果をあげている。今後は医療機関と協議
し受診者枠の増を検討すべきである。

『福祉課』
☆被保護者就労支援事業は、生活保護受給者等の就労

自立促進に向けて受給者の就労意欲の喚起に大きく
寄与されている。今後、更なる努力を期待する。

『子育て支援課』
☆一時預かり事業の利用者が大幅に減少している。ま

た、子育てファミリーサポート事業や地域子育て支援
拠点事業の利用者も激減している。早急に要因を突
き止め対応すべきである。

『市民課』
☆マイナンバーカードの交付手続き時には、暗証番号等

の個人情報の取り扱いに慎重な対応を望む。

『市民協働推進課』
☆結婚支援推進事業において当委員会が施策提言した

佐賀県「さが出会いサポートセンター」との連携につ
いては、未だ取り組まれていない。早急に取り組むべ
きである。

『文化・スポーツ振興課』
☆スポーツ推進委員事業で出張スポーツ教室の計画を

されているが、ほとんど実施されていない。事業の見
直しを含め再検討が必要である。

『農林課』
☆有害鳥獣被害防除対策事業は、イノシシ駆除は増加

傾向にある。アライグマに関しても毎年増えてきてい
る状況であり、引き続き予算確保も含めしっかりとし
た体制を望む。

『建設･新幹線課』
☆市営住宅は、湯野田・内野山の市営住宅は老朽化が

進んでおり、嬉野市総合計画後期基本計画の予定戸
数をふまえ、今後の市営住宅のあり方について早急
に検討すべきである。

『環境水道課』
☆生活排水処理施設整備構想の見直しは、担当課にお

いて改正案が作成されている。今後は速やかに各審
議会等をおこない、市民に対し整備事業の内容につ
いて早急に周知すべきである。

『農業委員会』
☆農業者の高齢化と機械の大型化などの理由により、

年々耕作放棄地が増えつつある。今後の農業施策展
開のためにも耕作放棄地の実態について把握される
ことを望む。

『うれしの茶振興課』
☆うれしの茶海外販路開拓事業は、茶産地の生き残り

策として重要な施策のひとつになるものと考える。引
き続き行政・生産者・ＪＡ・商社など関係者と協議し
事業の推進を図るべきである。

議会から改善を指摘
防犯灯設置事業の再検討を

指摘事項の主なもの



補
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予
算
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学
童
保
育
室設

置
に

2
5
9
2
万
円

問　
ど
こ
の
小
学
校
に
設
置

す
る
の
か
。

答　
五
町
田
小
学
校
に
校
舎

と
は
別
に
建
設
す
る
。

問　
五
町
田
小
学
校
で
は
こ

れ
ま
で
空
き
教
室
を
使
用
し

て
き
た
は
ず
だ
が
。

答　
来
年
度
の
入
学
児
童
数

の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
１
年

生
が
２
学
級
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
現
在
学
童
保
育
が
行
わ

れ
て
い
る
教
室
を
返
し
て
ほ
し

い
と
学
校
側
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
。

問　
学
童
保
育
の
児
童
数
が

70
名
余
り
と
定
員
（
40
名
）

を
超
え
て
い
る
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

答　
２
教
室
に
増
や
す
。

問　
他
の
小
学
校
で
も
学
童

保
育
室
を
建
設
す
る
の
か
。

答　
全
体
的
に
、
児
童
数
は

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
現
在
の

教
室
で
対
応
で
き
る
。

子
ど
も
の
貧
困

実
態
調
査
に

３
１
6
万
円

問　
こ
の
調
査
の
目
的
は
。

答　
国
の
地
域
子
ど
も
の
未

来
応
援
交
付
金
で
、
子
ど
も

の
貧
困
に
つ
い
て
地
域
の
実
態

を
調
査
把
握
す
る
。

問　
調
査
の
内
容
は
。

答　
市
内
の
０
歳
か
ら
17
歳

ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

２
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

問　
こ
の
調
査
は
誰
が
実
施

す
る
の
か
。

答　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
専

門
の
業
者
を
選
定
し
、
分
析

ま
で
し
て
も
ら
う
。

問　
調
査
結
果
は
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

答　
施
策
に
生
か
し
た
い
。

嬉
野
中
体
育
館

天
井
改
修
事
業
に

8
2
4
5
万
円

問　
前
年
度
繰
越
事
業
な
の

に
ど
う
し
て
工
事
費
が
膨
ら
ん

だ
の
か
。

答　
専
門
家
に
よ
る
４
月
の
工

事
設
計
の
段
階
で
、
天
井
裏
に

あ
る
点
検
通
路
の
撤
去
作
業

と
新
た
に
雨
漏
り
箇
所
が
見
つ

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
体
育
館
の

照
度
が
足
り
な
い
事
が
わ
か
り
、

天
井
照
明
器
具
を
24
台
と
し

て
い
た
が
、
あ
と
６
台
が
必
要

と
な
り
追
加
し
た
。

問　
最
初
の
見
積
も
り
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
甘
か
っ
た
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
27
年
度
に
行

っ
た
他
の
小
学
校
体
育
館
の
耐

震
改
修
工
事
と
同
様
に
見
積

も
って
い
た
。

問　
工
事
期
間
は
。

答　
11
月
14
日
か
ら
来
年
の
２

月
いっ
ぱ
い
の
予
定
で
、
卒
業
式

に
は
間
に
合
わ
せ
た
い
。

学
童
保
育
室
を
設
置

6億4628万円を補正
一般会計総額で153億3487万円に

▲改修される嬉野中体育館
五町田小
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▲災害時に対応する塩田地区防災備蓄倉庫

防
災
用
地
購
入
に

1
7
0
0
万
円

問　
場
所
は
ど
こ
か
。

答　
塩
田
地
区
防
災
備
蓄
倉

庫
及
び
嬉
野
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
前
に
あ
っ
た
元
Ｊ

Ａ
さ
が
塩
田
支
所
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
跡
地
で
あ
る
。

問　
購
入
す
る
理
由
は
。

答　
県
道
か
ら
備
蓄
倉
庫
への

道
が
狭
く
大
型
車
両
の
出
入

り
が
難
し
い
。ま
た
、駐
車
場

も
狭
く
災
害
時
に
お
け
る
迅

速
な
対
応
に
不
安
が
あ
っ
た
。

問　
広
さ
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

答　
１
１
０
０
㎡
で
あ
る
。

問　
嬉
野
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
新
し
く
移
転
し
て
く

る
塩
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
務
局
の
駐
車
場
と
し
て
も

利
用
で
き
る
の
か
。

答　
も
ち
ろ
ん
通
常
は
、
使

用
で
き
る
。

木
造
住
宅耐震

診
断
に

2
2
5
万
円

問　
今
回
の
助
成
理
由
は
。

答　
地
震
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
昨
今
、住
宅
の
安
全
性
の

判
断
材
料
と
し
て
行
う
耐
震

診
断
の
経
費
に
助
成
す
る
こ

と
で
地
震
災
害
に
備
え
て
も

ら
い
た
い
。

問　
補
助
要
件
は
。

答　
市
内
に
存
す
る
民
間
所

有
の
一
戸
建
て
住
宅
又
は
集

合
住
宅
で
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
着
工
の
木
造
住
宅
。

佐
賀
県
安
全
住
ま
い
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
建
築
士
に
よ
り
耐

震
を
行
う
。

問　
補
助
額
は
。

答　
診
断
経
費
の
３
分
の
１
に

さ
ら
に
半
額
補
助
で
自
己
負

担
額
は
６
分
の
１
の
費
用
と
な

る
。上
限
額
が
あ
る
。

問　
問
い
合
わ
せ
や
申
し
込

み
は
ど
こ
に
。

答　
詳
細
は
総
務
課
ま
で
。

さ
が
未
来
ス
イ
ッ
チ

交
付
金
事
業
に

3
0
6
万
円

問　
交
付
金
の
目
的
や
対
象

事
業
は
。

答　
地
域
の
団
体
等
が
地
域

の
維
持
や
活
性
化
を
目
指
す

イ
ベ
ン
ト・サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の

取
り
組
み
や
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
施
設
等
の
小
規
模
な

充
実
強
化
事
業
に
佐
賀
県
が

交
付
金
を
出
し
支
援
す
る
も

の
で
、今
回
が
第
２
回
目
と
な

る
。

問　
今
回
は
ど
の
よ
う
な
事

業
が
採
択
さ
れ
た
の
か
。

答　
大
草
野
地
区
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
秋
祭
り
の
活

動
や
皿
屋
・
下
野
・
三
坂
・

山
口
各
地
区
公
民
館
の
一
部

改
修
工
事
等
。
温
泉
区
・
五

町
田
区
・
両
岩
区
各
地
区
の

面
浮
立
等
の
伝
承
芸
能
備
品

の
購
入
や
新
調
等
の
８
件
の

事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

新
幹
線
受
託事

業
に

1
7
7
2
万
円

問　
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答　
新
幹
線
関
連
事
業
を
市

が
地
元
業
者
へ
直
接
発
注
す

る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

る
。

問　
今
回
の
工
事
内
容
は
。

答　
俵
坂
ト
ン
ネ
ル
湧
水
排

出
等
導
入
管
設
置
工
事
で
、27

年
度
に
完
成
し
て
い
る
受
水
槽

ま
で
の
工
事
で
あ
る
。

問　
今
年
度
で
湧
水
関
連
の

施
設
は
完
成
す
る
の
か
。

答　
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

問　
来
年
度
か
ら
受
水
槽
の

水
は
農
業
用
水
等
に
利
用
で

き
る
の
か
。

答　
利
用
で
き
る
。

問　
利
用
に
あ
たって
は
、水
質

検
査
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
鉄
道
運
輸
機
構
と
協
議

し
な
が
ら
水
質
検
査
を
実
施

し
て
、結
果
を
公
表
し
周
知
を

は
か
っ
て
い
く
。

項　　　目 金　額

保育所等における
業務効率化推進業務 200万円

保育所等整備事業 2億1600万円

定期予防接種事業 264万円

ふるさと応援寄附金 2億9877万円

間伐等森林整備促進対策事業 5620万円

施設改修（みゆき公園） 350万円

新幹線西九州ルート建設事業負担金 3443万円

浄化槽設置整備事業 193万円

その他の主な補正予算
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▲子育て支援センターに集う母子

子ども保育の充実で
家庭的保育事業等の設備・運営基準を見直し

　
９
月
定
例
議
会
に
請
願
２
件
・
陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
、
請

願
は
委
員
会
付
託
を
し
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
採
択
し
意
見

書
と
し
て
提
出
し
た
。
そ
の
他
に
議
員
発
議
で
１
件
の
意
見
書

を
提
出
し
、
慎
重
な
審
議
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。

　
９
月
定
例
議
会
に
請
願
２
件
・
陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
た
。
請
願
は
委
員
会
付
託
し
慎
重
な
審
査

の
結
果
、
採
択
し
意
見
書
と
し
て
提
出
し
た
。
そ
の
他
に
議
員
発
議
で
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
、

慎
重
な
審
議
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

市
道
の
認
定

請  

願
陳  

情

市
道
嬉
野
小
学
校
３
号
線

市
道
嬉
野
小
学
校
４
号
線

市
道
嬉
野
小
学
校
５
号
線

市
道
嬉
野
小
学
校
６
号
線

　

４
認
定
路
線
と
も
、
起
点

は
、
す
べ
て
嬉
野
町
大
字
下

宿
字
３
本
松
で
、
終
点
は
、

す
べ
て
嬉
野
市
嬉
野
町
大
字

下
宿
字
３
本
松
で
あ
る
。

一
部
改
正
し
た
条
例

・
嬉
野
市
長
及
び
議
会
議
員

　

の
選
挙
に
関
す
る
条
例

・
嬉
野
市
総
合
戦
略
推
進
委

　

員
会
に
関
す
る
条
例

・
嬉
野
市
職
員
の
育
児
休
業

　

に
関
す
る
条
例

・
嬉
野
市
公
益
的
法
人
等
へ

　

の
職
員
の
派
遣
の
条
例

・
嬉
野
市
家
庭
的
保
育
事
業

　

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　

す
る
基
準
を
定
め
た
条
例

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
請
願
書

請
願
者　

自
治
労
佐
賀
県
本
部

執
行
委
員
長　
　

原
口
郁
哉

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
１
７
年
度
政
府
予

算
に
係
わ
る
意
見
書
の
採
択

に
関
す
る
請
願
書

請
願
者　

嬉
野
町
大
字
下
宿

　
　
　
　
　
　

杉
浦
久
美
子

　
工
事
発
注
に
お
け
る
市
内

下
請
け
業
者
選
定
を
求
め
る

嬉
野
市　
　
　
　

小
原
健
史

福
田
文
夫

　
　
　

他
４
名

　
玄
海
原
発
事
故
の
備
え
と

し
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
市
民

へ
の
事
前
配
布
を
求
め
る

佐
賀
市　
　
　
　

石
丸
初
美

　
　
　
　
　
　
　

野
中
宏
樹

問　
今
回
の
改
正
理
由
は
。

答　
小
規
模
保
育
事
業
の
緩

和
で
、
事
業
に
参
入
で
き
や

す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
が
対
象
と

な
る
。

問　
保
護
者
等
関
係
者
に
は

説
明
は
あ
る
の
か
。

答　
本
市
で
は
該
当
事
業
所

が
な
い
が
、
申
請
が
あ
れ
ば

説
明
す
る
。

改
正
し
た
条
例

国
に
意
見
書
を
提
出

地方財源の充実・強化を求める意見書教職員定数と義務教育費国庫負担制度
２分の1復元をはかるための、2017年度
政府予算に係わる意見書 　地方財源は、社会保障関係費などの

財政需要の増加や地方税収の低迷など
で、厳しい状況が続いている。基本自
治体である市が住民サービスやまちづ
くりを安定的に行うためには地方の財
源需要をつかみ、地方の財政計画によ
り的確に反映することで、一般財源総
額を確保されることを求める。
　地方財源の充実確保については地方
が担う事務と責任に見合う税配分を基
本として、税源の偏在性が小さく、税
収が安定的な地方税体系を構築するこ
とを求める。

　豊かな人間性を備えた創造的な人材
を育成する上で義務教育水準の維持向
上を図ることが重要である。子どもた
ちの教育環境改善のために、計画的な
教職員定数改善を推進し、教育の機会
均等と水準の維持向上を図るために義
務教育費国庫負担制度の負担割合を２
分の１に復元すること。
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　　　　　　　　　　 　　　賛　　否　　表　　　　　　　　○は賛成　●は反対

議 案 番 号 議　案　名

番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

結　

果

生
田
健
児

宮
㟢
良
平

川
内
聖
二

増
田
朝
子

森
田
明
彦

辻　

浩
一

山
口
忠
孝

田
中
平
一
郎

山
下
芳
郎

山
口
政
人

芦
塚
典
子

大
島
恒
典

梶
原
睦
也

田
中
政
司

織
田
菊
男

西
村
信
夫

山

口

要

議案第７２号 平成２７年度嬉野市一般会計歳入歳出
決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７３号 平成２７年度嬉野市国民健康保険特別
会計決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７５号 平成２７年度嬉野市農業集落排水特別
会計決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７６号 平成２７年度嬉野市都市計画下水道及び
公共下水道特別会計決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７７号 平成２７年度嬉野市浄化槽特別会計
決算認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８０号 平成２７年度嬉野温泉駅周辺土地区画
整理事業特別会計認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８１号 平成２７年度嬉野市水道事業会計決算
認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案の賛否 どう判断

参議院の合区解消を

▲国政が議論される国会議事堂

　日本国憲法が公布されて以来、今日に至るまでの
70年間、二院制を採る我が国において、参議院は
一貫して都道府県単位で代表を選出し、地方の声を
国政に届ける役割を果たしてきた。最高裁判所の判
例を踏まえた選挙制度改革により、７月に合区によ
る選挙が実施された。
　地方が、人口流失に歯止めをかけるために努力を
重ねている一方、単純な人口割のみでの選挙区割り
は、地方からの選出議員の減少や、多様な意見が参
議院を通じて国政に反映されにくくなると予想され
る。今回の合区による選挙は緊急避難措置として、
抜本的な見直しが必要であり、枠組みの見直しや面
積要件などの議論を進め、合区を早急に解消する措
置が講じられるよう強く求める。

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会

は
、
地
方
自
治
法
第
99
条

に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体

の
公
益
に
関
わ
る
事
柄
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
に
基
づ

き
、
議
会
と
し
て
の
意
見
や

希
望
を
意
見
書
と
し
て
内
閣

総
理
大
臣
、
国
会
、
関
係
行

政
庁
に
提
出
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
法
的
拘
束
力
は
な

い
が
、
住
民
代
表
で
あ
る
議

会
の
総
意
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
。 意

見
書
と
は
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私たちのお願いどうなった
議員とかたろう会の要望にお答えします。

　

今
回
で
、
14
回
目
と
な
る

｢

議
員
と
か
た
ろ
う
会｣

を
平

成
28
年
７
月
19
日
か
ら
22
日

ま
で
の
４
日
間
開
催
し
ま
し

た
。

　

｢

議
員
と
か
た
ろ
う
会｣

に

お
い
て
市
民
の
皆
様
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
意
見
を
議
員
間

で
集
約
し
、
執
行
部
に
対
し

て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

答　
学
校
で
は
、
出
来
る
限

り
自
分
の
力
で
登
下
校
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
保

護
者
に
対
し
て
も
少
々
の
雨
が

降
っ
て
も
出
来
る
限
り
自
分
で

登
校
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
に
数
回

の
大
雨
や
大
雪
で
保
護
者
に

送
迎
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て

降
車
場
所
を
設
定
す
る
な
ど

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

答　
「
長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ

ト
事
業
交
付
金
事
業
」
に
５
つ

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
か
ら
５
件
応
募

が
あ
り
、
１
件
だ
け
採
択
さ

れ
た
も
の
が
「
ガ
レ
ー
ジ
朝
市
」

で
あ
る
。
計
画
申
請
に
あ
た
っ

て
は
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
内
部
で
慎

重
審
議
が
な
さ
れ
た
。
事
前

周
知
や
住
民
への
意
向
調
査
等

は
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
今
後

の
反
省
材
料
と
し
た
い
。
補

助
事
業
後
は
、
利
用
者
な
ど

の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
方
向
性
を
模
索
し
つ
つ

継
続
し
て
い
き
た
い
。

答　
市
内
の
既
存
防
犯
灯

は
約
三
千
本
以
上
設
置
さ
れ

て
お
り
、
将
来
的
に
は
全
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
方
向
で

事
業
を
実
施
す
る
。
計
画
で

は
約
10
年
程
度
を
目
処
に
、毎

年
三
百
本
程
度
を
施
工
し
て
い

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
費
用
が
か
な
り

高
額
に
な
り
一
度
に
多
く
の
設

置
は
望
め
な
い
。
電
気
料
金
に

つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し

た
地
区
に
よ
り
若
干
違
い
も
あ

る
が
、
1
本
当
た
り
の
料
金
が

百
三
十
一
円
か
ら
百
三
十
九
円

程
度
安
価
に
な
る
。

答　
過
去
の
農
具
等
の
展
示

に
よ
り
う
れ
し
の
茶
を
学
べ
る

ほ
か
、
う
れ
し
の
茶
に
関
す
る

様
々
な
体
験
を
通
し
、
地
区

住
民
と
観
光
客
の
交
流
や
う

れ
し
の
茶
の
情
報
発
信
を
目

的
に
、
平
成
30
年
度
開
館
を

目
標
に
現
在
造
成
工
事
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
嬉
茶
楽
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
茶
ミ
ッ
ト
等
、

生
産
者
や
茶
商
の
方
々
が
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
交
流
館
で

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
嬉
野
茶

の
情
報
発
信
に
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答　
久
間
地
区
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
駐
車

場
の
問
題
等
か
ら
早
期
移
転

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
候

補
地
を
検
討
す
る
中
で
、
関

係
各
課
や
久
間
小
学
校
、
久

間
地
区
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
交

え
た
話
し
合
い
で
、
授
産
所
の

土
地
を
活
用
す
る
こ
と
が
有

力
な
選
択
肢
と
な
って
い
る
。

　

今
後
、
機
能
や
財
源
、
周

辺
への
影
響
調
査
な
ど
具
体
的

な
検
討
の
中
で
絞
り
込
む
こ
と

に
な
る
。

答　
設
立
当
初
は
認
知
度
を

高
め
る
た
め
の
活
動
や
参
加

を
促
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
含

む
交
流
事
業
が
主
流
で
あ
っ
た
。

最
近
で
は
地
域
特
性
を
活
か

し
た
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

当
初
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
継
続

し
た
形
に
な
って
い
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
今
後
は
課
題
解
決

事
業
の
実
施
を
主
眼
と
し
地

域
住
民
が
住
み
良
さ
を
実
感

で
き
る
変
化
を
進
め
た
い
。

答　
自
主
避
難
に
つ
い
て
は
、

余
裕
の
あ
る
う
ち
に
移
動
し
、

必
要
な
も
の
を
ほ
と
ん
ど
自
由

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

災
害
に
よ
っ
て
は
自
宅
2
階
に

避
難
す
る
方
も
い
る
。
こ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
、
自
主
避
難

さ
れ
た
方
に
は
市
か
ら
特
段
の

支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
各
地

区
の
公
民
館
の
安
全
性
は
、
全

て
の
地
区
公
民
館
が
安
全
で
は

な
い
。
地
区
公
民
館
の
立
地
や

建
物
の
強
度
は
区
長
等
が
知
っ

て
い
る
地
区
も
あ
る
の
で
、
地

区
で
検
討
し
、
開
放
の
有
無

を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

▲ 7 月に開催された議員とかたろう会（大草野研修センター）

各
小
学
校
へ
の

送
迎
ア
ク
セ
ス

道
路
の
確
保
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
事
業
の
早
期 

着
工
を

久
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
授
産
場
へ

の
早
期
移
転
を

自
主
避
難
を

ど
う
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は

イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず

地
に
つ
い
た
活
動
を

う
れ
し
の
茶

交
流
館
の
事
業

展
開
は

ガ
レ
ー
ジ
朝
市
、

今
後
ど
う
な
る
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忙しい9月議会お茶の間で議会を

 ・インターネット中継・録画放送
 ・有線テレビ放送
 　（放送については議会事務局にお尋ねください）

次ページは
一般質問

市
政
を

　

問
う
9月議会

15議員が質問
山口　政人  議員

（P12）

増田　朝子  議員
（P16）

芦塚　典子  議員
（P12）

森田　明彦  議員
（P13）

西村　信夫  議員
（P16）

辻　　浩一  議員
（P17）

大島　恒典  議員
（P15）

山下　芳郎  議員
（P14）

山口　忠孝  議員
（P14）

田中　平一郎  議員
（P18）

宮㟢　良平  議員
（P20）

田中　政司  議員
（P18）

生田　健児  議員
（P20）

梶原　睦也  議員
（P19）

山口      要  議員
（P21）

日付 曜 議会関連 内　　容
9 月　

2 日
金

本会議
開会、会議録指名議員指名、
会期の決定、諸般の報告、
議案一括上程、委員長報告

委員会 議案の詳細説明

3 日 土 休会

4 日 日 　〃

5 日 月 　〃

6 日 火 　〃

7 日 水 委員会 常任委員会

8 日 木 休会

9 日 金 本会議 一般質問

10 日 土 休会

11 日 日 　〃

12 日 月 本会議 一般質問

13 日 火 本会議 一般質問

14 日 水 休会 　

15 日 木 本会議 議案質疑（補正予算）

16 日 金 休会

17 日 土 　〃

18 日 日 　〃

19 日 月 　〃

20 日 火 本会議 討論・採決

21 日 水 　〃 議案質疑（決算）

22 日 木 休会

23 日 金 〃

24 日 土 〃

25 日 日 〃

26 日 月 本会議 決算特別委員会

27 日 火 本会議 決算特別委員会

28 日 水 本会議 決算特別委員会

29 日 木 本会議 決算特別委員会（取りまとめ）

30 日 金 休会

10 月
1 日 土 〃

2 日 日 〃

3 日 月 本会議 討論・採決・閉会

このあと広報編集委員会（平成28年10月）
日付 曜 議会関連

3 日 月 全体構成と担当決め

4 日 火 編集作業

5 日 水 編集作業

6 日 木 印刷会社へ原稿提出

14 日 金 第 1 稿確認

18 日 火 第 2 稿確認・最終チェック

27 日 木 印刷仕上がり納品

28 日 金 文書配送
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芦
塚　
市
内
の
高
校
生
の

市
内
事
業
所
に
就
職
す
る
割

合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　
今
年
３
月
卒
業
の

塩
田
工
業
高
校
・
嬉
野
高

校
の
市
内
在
住
の
高
校
生

１
０
４
名
の
う
ち
７
名
が
市

内
事
業
所
に
就
職
を
し
て
い

る
。芦

塚　
市
内
就
職
率
は
少

な
い
の
で
は
。
ま
た
今
年
進

出
し
た
企
業
は
、
市
内
の
高

校
生
を
採
用
す
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
社

員
５
名
で
あ
る
が
、
来
年

度
の
採
用
を
お
願
い
し
て

い
る
。

住
宅
関
連
産
業
の
誘
致
を

芦
塚　
人
口
増
に
向
け
て

団
地
造
成
や
新
幹
線
駅
周
辺

に
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

な
ど
に
つ
な
が
る
住
宅
関
連

産
業
の
誘
致
が
で
き
な
い
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
住
宅
の

建
設
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
の
計
画
に
は
新
幹
線
駅
周

辺
に
は
住
宅
用
地
で
の
計
画

は
な
い
。
第
７
・
第
８
区
画

整
理
区
域
を
優
先
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

芦
塚　
小
学
校
高
学
年
の

外
国
語
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

小
学
校
５
・
６

年
生
が
現
在
、
週
１
時
間
の

授
業
を
受
け
て
い
る
。

芦
塚　

１
年
生
か
ら
の

英
語
教
育
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

人
的
な
予
算
措

置
が
進
め
ば
、
総
合
教
育
の

中
で
計
画
案
は
あ
る
。

芦
塚　
理
数
教
育
の
充
実

山
口　
久
間
研
修
セ
ン
タ

ー
の
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　
久
間
地
区
の
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
機
能

で
き
る
よ
う
な
施
設
建
設
計

画
を
策
定
中
で
、
地
方
創
生

の
交
付
金
も
検
討
し
て
い
て

早
ま
る
こ
と
も
あ
る
が
、
29

年
以
降
の
早
い
時
期
に
移
転 ▲研修センター予定地の元授産所跡地

久
間
研
修
セ
ン
タ
ー
の

移
転
は
ど
う
な
る
か

山
口
政
人 

議
員

答
早
い
時
期
に
移
転
で
き
る
よ
う

努
力
す
る

➡

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

山
口　
場
所
は
ど
こ
か
。

市
民
福
祉
部
長　
久
間
の
元

授
産
所
跡
地
を
検
討
し
て
い

る
。山

口　

29
年
度
予
算
に
計

上
で
き
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　
努
力
す
る
。

防
犯
灯
の
設
置
を

山
口　
北
下
久
間
地
区
他

２
地
区
が
関
係
す
る
市
道
大

草
場
椿
線
に
防
犯
灯
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

市
長　
防
犯
灯
の
設
置
は

地
元
に
お
願
い
し
て
い
る
。

山
口　
で
き
な
い
理
由
や

根
拠
は
な
に
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
　

道
路

の
交
差
点
部
に
つ
い
て
は
照

明
灯
の
設
置
が
で
き
る
。

山
口　
こ
の
市
道
は
T
字

の
交
差
点
で
あ
る
が
。

建
設
新
幹
線
課
長
　

現
地

は
確
認
し
て
い
る
の
で
、
電

柱
を
立
て
る
場
所
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。

西
山
地
区
の
市
道
改
良
を

山
口　
西
山
地
区
か
ら
武

雄
市
に
接
続
し
て
い
る
市
道

が
狭
い
。
武
雄
市
に
改
良
要

請
で
き
な
い
か
。

市
長　
市
道
西
山
線
は
武

雄
市
の
市
道
玉
島
西
山
線
と

接
続
し
て
い
る
が
、
改
良
要

望
は
可
能
と
思
う
の
で
検
討

し
た
い
。

建
設
新
幹
線
課
長
　

武
雄

の
建
設
部
局
と
早
い
時
期
に

十
分
協
議
し
た
い
。

久
間
工
業
団
地
の
今
後
は

山
口　
農
地
転
用
の
申
請

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長
　

県
は
、

進
出
企
業
が
決
定
し
て
い
な

い
の
に
農
地
転
用
の
申
請
は

で
き
な
い
と
の
回
答
で
あ
る
。

山
口　
こ
の
団
地
に
特
化

し
た
企
業
誘
致
に
努
力
し
て

い
く
べ
き
だ
。

市
長　

実
現
に
向
け
、
県

と
一
緒
に
誘
致
活
動
を
行
う
。

住
宅
耐
震
化
の
補
助
は

山
口　
住
宅
の
耐
震
改
修

費
用
を
補
助
す
る
国
の
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

県
と
協
議
を
し
、

県
内
市
町
の
状
況
等
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高 校生の市内就職が
少ないが
　　　 芦塚典子 議員

答 企業に市内高校生の
採用をお願いしている
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森
田　

昨
年
10
月
、
本
通

り
の
敷
石
に
つ
ま
ず
き
、
女

性
が
け
が
を
さ
れ
た
。
さ
ら

に
今
年
７
月
に
は
道
路
の
砂

利
石
を
通
行
車
両
が
跳
ね
上

げ
店
舗
ウ
イ
ン
ド
ー
に
当
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
案
を

踏
ま
え
、
道
路
の
点
検
や
管

理
状
況
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

市
長　
パ
ト
ロ
ー
ル
や
沿

線
住
民
か
ら
の
通
報
で
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
、
担
当
課

で
そ
の
都
度
補
修
し
て
い
る
。

今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に

状
況
確
認
し
、
除
去
や
清
掃

等
も
行
い
な
が
ら
安
全
確
保

に
努
め
る
。

森
田　
私
も
改
め
て
通
り

を
歩
い
て
、
雨
の
影
響
で
砂

利
化
し
た
箇
所
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
複
数
の
店
舗
の
方
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
雨
後
の
水

は
け
が
悪
く
、
一
定
量
の
雨

が
降
る
と
通
り
を
川
の
様
に

流
れ
、
そ
の
後
、
水
溜
り
が

で
き
、
歩
行
者
や
観
光
客
の

方
に
迷
惑
が
掛
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
担
当

課
は
承
知
し
て
い
る
か
。

建
設
新
幹
線
課
長　

常
日

頃
、
利
用
者
か
ら
連
絡
を
頂

き
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
を

流
し
込
み
、
そ
の
都
度
対
応

を
し
て
い
る
。

住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
の

補
助
制
度
導
入
計
画
は

森
田　
全
国
で
８
割
の
市

町
村
が
導
入
済
み
で
あ
る
。

嬉
野
市
で
は
、
過
去
に
大
き

な
地
震
の
経
験
が
な
い
た
め
、

今
ま
で
導
入
に
至
っ
て
な
い

と
理
解
し
て
よ
い
か
。

市
長　
嬉
野
市
は
地
震
が

少
な
く
耐
震
と
い
う
考
え
方

が
な
か
っ
た
。　

森
田　
９
月
議
会
で
耐
震

診
断
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
の
補

助
制
度
も
セ
ッ
ト
で
出
て
く

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
他
自
治
体
の
動
き

を
見
な
が
ら
検
討
を
す
る
。

 

リ
フ
ト
付
き
高
速
バ
ス

導
入
の
提
案
を

森
田　

現
在
、
嬉
野
温
泉

で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
に

努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
隠
れ
た
需
要
を
喚
起
す
る

た
め
に
「
九
州
号
」
へ
の
リ

フ
ト
付
き
高
速
バ
ス
導
入
の

提
案
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

福
岡
や
長
崎
か

ら
の
観
光
の
お
客
様
は
「
九

州
号
」
の
利
用
が
多
い
。
今

後
日
本
一
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
を
目
指
す
市
と
し
て
、

提
案
を
し
て
い
き
た
い
。

嬉 野温泉商店街道路の
点検や管理状況は

森田明彦 議員

答 状況確認し、利用者の
安全確保に努める

▲傷んできた嬉野本通りの路面

➡を
図
る
施
策
を
伺
う
。

教
育
長　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国

際
学
力
調
査
で
は
日
本
の
子

ど
も
の
学
力
は
上
が
っ
て
い

る
。芦

塚　

理
科
・
数
学
の
学

力
向
上
の
た
め
、
理
科
支
援

員
を
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

県
教
委
か
ら
派

遣
で
理
科
に
特
化
し
た
指
導

を
し
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。芦

塚　

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
格
差
が
あ
る
の
で

は
。教

育
長　

平
成
27
年
度
ま

で
に
電
子
黒
板
が
入
っ
た
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
併

用
し
た
授
業
が
進
ん
で
い
る
。

情
報
教
育
支
援
員
を
配
備
し

て
情
報
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

芦
塚　

チ
ー
ム
学
校
に
関

す
る
考
え
は
。

教
育
長　

い
ち
早
く
校
長

会
議
を
開
き
、
学
校
職
員
と

し
て
の
在
り
方
や
状
況
、
地

域
の
支
援
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
も
あ
り
情
報

提
供
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。▲高校生の採用を増やしてほしい進出企業
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山
下　
先
日
の
大
型
観
光

施
設
の
火
災
で
建
物
の
固
有

名
称
が
通
報
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
問

題
で
特
定
し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　
杵
藤
消
防
本
部
の

見
解
は
そ
う
で
あ
る
。
自
動

放
送
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
要

望
し
て
い
る
。

山
下
　

費
用
は
伴
う
が
、

初
動
通
報
が
生
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
り
、
早
急
に
改
善

を
望
む
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
消
火
栓
の
位

置
を
表
し
、
火
災
発
生
の
場

所
を
点
滅
表
示
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

消
防
水
利
の

情
報
は
、
作
成
中
で
あ
る
。

山
下　

本
部
・
消
防
署
を

交
え
た
火
災
の
臨
場
感
の
あ

る
訓
練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

今
は
消
防
団

独
自
の
訓
練
で
あ
り
、
連
携

も
含
め
た
訓
練
を
検
討
す
る
。

広
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

魅
力
づ
く
り
は

山
下　
施
設
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
に
改
装
し
て
充
実

し
た
が
、
課
題
や
利
用
者
の

要
望
は
な
い
か
。

市
長　
携
帯
が
十
分
使
え

な
い
が
、
大
き
な
課
題
は
な

い
。山

下　
大
野
原
高
原
な
ど

周
辺
の
自
然
を
活
か
し
た
魅

力
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長　
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
案
内
人
が
必
要

で
あ
り
研
究
を
要
す
る
。

山
下　

日
本
キ
ャ
ン
プ
協

会
に
加
盟
す
る
こ
と
で
相
互

の
情
報
と
会
員
の
交
流
も
で

き
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
な
る
が
。

市
長　
早
急
に
研
究
す
る
。

山
下　
地
元
の
管
理
者
も

高
齢
化
で
あ
り
、
運
営
方
法

を
公
設
民
営
方
式
に
変
え
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　
受
理
で
き
る
団
体

が
あ
る
の
か
研
究
す
る
。

今
後
の
観
光
を
ど
う
す
る

山
下　
地
域
の
素
材
を
活

か
す
観
光
に
地
旅
が
あ
る
。

嬉
野
は
体
験
型
な
ど
一
点
も

商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
ど
う
す
る
考
え
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

今
後
、

検
討
す
る
。　

山
下　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
が
休
止
状
態
で
あ

る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　
観
光
振
興
で
重
要

で
あ
り
、
ガ
イ
ド
の
育
成
な

ど
研
究
す
る
。

山
下　
合
併
当
初
の
約
束

事
の
源
泉
集
中
管
理
の
方
向

が
見
え
な
い
が
、
今
後
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
で
集
中
管
理
を
し
て

い
く
。

山
口　
轟
公
園
の
さ
ら
な

る
活
性
化
の
た
め
に
、
夏
場

の
水
遊
び
場
で
あ
る
川
の
浅

瀬
や
幼
児
プ
ー
ル
を
う
ま
く

活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　
浅
瀬
は
川
の
水
に

触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
親
水

箇
所
で
あ
り
、
水
遊
び
等
に

適
し
た
数
少
な
い
場
所
で
あ

る
。
幼
児
プ
ー
ル
は
市
内
外

の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

山
口　

夏
は
木
陰
が
な

く
秋
は
紅
葉
も
少
な
く
風
情

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
地
元
の

方
々
に
よ
る
花
や
樹
木
に
よ

る
景
観
づ
く
り
は
で
き
る
の

か
。建

設
新
幹
線
課
長
管
理
者

と
地
元
の
方
々
と
の
協
議
の

上
で
可
能
か
と
思
う
。

山
口　
駐
車
場
や
進
入
路

が
狭
く
不
便
だ
が
。

建
設
新
幹
線
課
長
地
元
の

方
に
相
談
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
出
向
い
て
み
た
い
。

山
口　
公
園
や
遊
歩
道
を

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
の
看
板
を
設
置
し
た

ら
ど
う
か
。

健
康
づ
く
り
課
長　
建
設
・

新
幹
線
課
と
協
議
し
て
検
討

し
て
み
た
い
。

介
護
予
防
に
ど
う

取
り
組
む
の
か

山
口　
嬉
野
市
の
要
介
護

認
定
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

福
祉
課
長　
こ
こ
２
年
間
は

19
％
台
と
横
ば
い
の
状
況
で

あ
る
。　

山
口　
介
護
保
険
の
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

轟 公園の川の浅瀬では
水遊びは可能か

山口忠孝 議員

答 水遊びができる
数少ない場所だ

▲火災現場へ急行する消防団

火
災
の
現
場
が
特
定
で
き

る
通
報
を

山
下
芳
郎 

議
員

答
改
善
を
杵
藤
消
防
本
部
へ

要
望
し
て
い
る

➡

14



い
っ
ぱ
ん
質
問

大
島　
定
住
奨
励
金
に
つ

い
て
検
証
や
見
直
し
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

市
長　
申
請
時
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
検
証
し

て
い
る
。

大
島　
奨
励
金
が
転
入
の

動
機
づ
け
に
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

周
辺
市

町
よ
り
も
優
れ
て
お
り
転
入

し
た
と
の
回
答
も
い
た
だ
い

て
い
る
。

大
島　
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
利
用
し
た
移
住
者
対
策

は
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

助
成
制
度
の
創
設
、
ま
た
、

お
試
し
移
住
の
促
進
な
ど
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
島　
若
年
層
や
新
婚
家

庭
向
け
に
、
民
間
の
賃
貸
住

宅
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
、

家
賃
補
助
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
低
所
得
者
向
け
に

結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
支
援

を
行
う
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。

制
度
の
詳
細
を
つ
か
み
、
取

り
組
め
る
か
検
討
し
た
い
。

河
川
の
景
観
を
守
れ

大
島　
渇
水
期
に
お
い
て

河
川
に
滞
留
す
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
レ
ジ
袋
が
目
立
つ
状

況
で
あ
る
。
轟
の
滝
か
ら
温

泉
街
を
流
れ
る
川
の
景
観
は

市
民
が
自
慢
す
る
景
観
で
も

あ
り
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
な
ど
啓
蒙
や
啓
発
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
お
り
、
今
後
と
も
市
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

大
島　
温
泉
橋
付
近
は
土

砂
が
堆
積
し
て
ご
み
が
滞
留

し
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
水

の
流
れ
を
少
し
変
え
る
よ
う

な
簡
易
的
な
事
に
は
取
り
組

め
な
い
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
　

基
本

的
に
県
が
管
理
す
る
河
川
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
し
、

で
き
た
と
し
て
も
重
機
を
下

し
て
の
作
業
に
な
る
。

大
島　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯

付
近
に
遊
歩
道
の
計
画
が
あ

る
と
聞
く
。
市
街
地
の
大
規

模
火
災
時
に
直
接
取
水
で
き

る
場
所
の
確
保
や
重
機
を
下

す
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
　

遊
歩

道
に
つ
い
て
は
強
く
要
望
し

て
い
く
。
そ
う
い
う
時
が
来

れ
ば
ス
ロ
ー
プ
の
よ
う
な
も

の
も
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

茶
業
振
興
に
つ
い
て

福
祉
課
長　

介
護
予
防
に

取
り
組
ま
な
い
と
介
護
保
険

給
付
は
増
大
し
保
険
料
負
担

も
増
大
し
て
く
る
の
で
、
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を
重
要

視
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
29

年
度
に
は
新
し
い
生
活
支
援

事
業
が
杵
藤
広
域
圏
で
始
ま

る
の
で
、
よ
り
介
護
予
防
に

力
を
入
れ
た
い
。

山
口　

在
宅
医
療
と
の
連

携
は
。

福
祉
課
長　

医
療
や
介
護
、

介
護
予
防
、
生
活
支
援
等
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
、
在
宅

医
療
に
は
医
師
会
の
協
力
が

特
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

大
人
は
子
ど
も
の
時
間
を

奪
っ
て
い
な
い
か

山
口　

次
期
学
習
指
導
要

領
改
訂
案
で
教
え
る
内
容
が

増
え
て
い
る
が
。

教
育
長　

二
学
期
制
や
夏

休
み
を
短
く
し
て
時
間
数
を

確
保
し
て
い
る
。

若 年層を呼び込む
施策を

大島恒典 議員

答 取り組めるか
検討していく

▲水遊びしたい轟公園洗濯板

▲まだ空き地が残っている区画整理用地

➡

15
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西
村　
佐
賀
新
聞
8
月
27

日
の
記
事
で
九
州
防
衛
局
が

示
し
た
「
オ
ス
プ
レ
イ
」
飛

行
ル
ー
ト
が
佐
賀
空
港
か
ら

大
野
原
演
習
場
ま
で
の
想
定

飛
行
経
路
を
市
長
は
知
っ
て

い
た
か
。

市
長　
新
聞
報
道
が
あ
る

ま
で
一
切
知
ら
な
か
っ
た
。

西
村　
新
聞
報
道
で
嬉
野

市
の
対
応
と
し
て
情
報
収
集

は
し
た
の
か
。

市
長　
ま
だ
特
に
動
き
は

し
て
い
な
い
。

西
村　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
経
路
が
大
野
原
演
習
場
と

明
記
さ
れ
た
こ
と
で
九
州
防

衛
局
に
調
査
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

総
務
課
長　

状
況
把
握
は

し
て
い
な
い
。 

西
村　
大
野
原
演
習
場
ま

で
の
飛
行
ル
ー
ト
を
市
長
は

容
認
す
る
の
か
。

市
長　

平
成
26
年
の
九

州
防
衛
局
の
説
明
で
は
、
大

野
原
演
習
場
で
の
訓
練
は
な

い
だ
ろ
う
と
受
け
取
っ
て
い

た
。西

村　
オ
ス
プ
レ
イ
が
嬉

野
市
内
上
空
を
飛
行
し
た
場

合
に
、
温
泉
観
光
地
や
大
野

原
周
辺
の
お
茶
産
業
へ
の
影

響
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

飛
行
経
路
に
つ
い
て
住
民
へ

の
影
響
を
提
示
し
市
民
の
意

見
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い

か
。市

長　
知
事
は
じ
め
地
域

の
方
々
な
ど
一
番
関
係
の
深

い
方
々
と
真
剣
に
議
論
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を

待
た
ざ
る
を
得
な
い
。

農
業
問
題
ど
う
す
る

増
田　

塩
田
庁
舎
・
嬉
野

庁
舎
の
27
年
度
の
電
気
料
金

総
額
と
電
気
料
金
に
対
す
る

考
え
方
は
。

市
長  　

塩
田
庁
舎
は

５
８
５
万
２
４
１
７
円
。
嬉

野
庁
舎
は
６
０
１
万
２
３
２
７

円
。
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
（
嬉
野
庁
舎
は
導
入 ▲新電力を示した説明図

新
電
力
の
導
入
で

経
費
削
減
を増

田
朝
子 

議
員

答
積
極
的
に
検
討
す
る

➡

を
し
て
い
な
い
）、
ク
ー
ル

ビ
ズ
の
徹
底
で
節
電
を
は
か

っ
て
い
る
。
今
後
は
設
備
投

資
を
行
う
か
、
新
電
力
に
切

り
替
え
る
か
検
討
し
て
い
る
。

増
田　

小
中
学
校
の
27
年

度
の
電
気
料
総
額
と
今
後
に

対
す
る
考
え
方
は
。

教
育
長　

総
額
で
２
２
１

３
万
７
０
７
０
円
。
夏
場
と

冬
場
の
電
気
・
空
調
を
多
く

利
用
す
る
期
間
は
小
・
中
学

校
空
調
設
備
運
用
基
準
に
よ

り
適
正
な
運
用
を
行
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
供
給
体
制
が

で
き
る
こ
と
を
条
件
に
検
討

し
て
も
い
い
と
思
う
。

増
田　
新
電
力
会
社
か
ら

セ
ー
ル
ス
や
ア
タ
ッ
ク
が
あ

っ
た
か
。

財
政
課
長　
5
社
あ
っ
た
。

増
田　
来
年
度
か
ら
積
極

的
に
導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

財
政
課
長　

安
定
供
給
が

ク
リ
ア
で
き
、
削
減
に
つ
な

が
れ
ば
導
入
し
て
い
き
た
い
。

増
田　
教
育
長
は
ど
う
か
。

教
育
長　

市
長
部
局
と
教

育
委
員
会
の
同
じ
歩
調
で
や

っ
て
い
き
た
い
。

女
性
の
活
躍
に
取
り
組
め

増
田　

女
性
起
業
セ
ミ

ナ
ー
開
催
の
計
画
は
な
い
か
。

市
長　
ア
バ
ン
セ
主
催
で
、

平
成
24
年
に
４
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
っ
た
。

増
田　
嬉
野
の
女
性
が
も

っ
と
輝
け
る
よ
う
に
、
女
性

が
起
業
し
、
社
会
に
関
わ
り
、

女
性
視
点
で
物
を
い
え
る
よ

う
に
、
市
単
独
の
女
性
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
開
催
し
て
欲

し
い
が
い
か
が
か
。

市
長　

検
討
し
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
ど
う
す
る

増
田　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

子
育
て
支
援
課
長
関
係
課

や
市
長
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
整
備
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
か
、
検
討
す
る
。

そ
の
他

・
熊
本
地
震
支
援
に
つ
い
て

・
ふ
れ
あ
い
対
話
集
会
に

  
つ
い
て

オ スプレイの飛行
ルート容認するか
　　　 西村信夫 議員

答 議論の結果を待つ



い
っ
ぱ
ん
質
問

17

辻
　

史
跡
の
想
像
図
の

看
板
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　

関
所
跡

の
絵
図
が
あ
る
の
で
、
一
つ

の
検
討
材
料
だ
と
思
う
。

辻
　

進
入
路
の
整
備
を

す
る
か
、
別
の
場
所
に
駐
車

場
を
確
保
し
、
徒
歩
で
の
見

学
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長　

地
元

や
地
権
者
と
協
議
し
検
討
す

る
。辻

　

丹
生
川
線
道
路
整

備
の
今
後
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

建
設
新
幹
線
課
長　

全
線

改
良
工
事
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

辻
　

垣
内
史
跡
の
駐
車

場
か
ら
の
歩
道
整
備
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長  

今
年

度
、
何
ら
か
ら
の
形
で
舗

装
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

辻
　

大
茶
樹
の
樹
勢
回

復
の
工
事
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　

変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
専
門
家
に
診
断
を
仰

ぎ
維
持
管
理
を
し
て
い
く
。

辻
　

不
動
山
地
区
で
設

置
し
て
い
た
大
茶
樹
へ
の
道

標
の
石
柱
が
撤
去
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
復
旧
で

き
な
い
か
。

教
育
長　

情
報
収
集
を
行

い
な
が
ら
状
況
を
把
握
し
、

早
い
時
期
に
対
応
し
た
い
。

辻
　

広
川
原
キ
ャ
ン
プ

場
へ
の
案
内
看
板
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

最
盛
期

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た

が
、
現
在
発
注
を
し
て
い
る
。

辻
　

キ
ャ
ン
プ
場
ま
で

の
除
草
作
業
は
最
盛
期
前
に

で
き
な
い
か
。

建
設
新
幹
線
課
長　

農
林

課
と
協
議
し
な
が
ら
土
木
事

務
所
に
お
願
い
し
て
い
く
。

辻
　

春
日
渓
谷
の
市
道

に
待
避
所
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

建
設
新
幹
線
課
長　

適
当

な
場
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。辻

　

多
良
岳
林
道
の
掃

除
な
ど
は
、
梅
雨
明
け
後
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

予
算
内
で
は

あ
る
が
、
な
お
一
層
巡
回
を

し
維
持
管
理
し
て
い
く
。

辻
　

市
道
宮
の
上
線

は
孕
み
地
蔵
へ
の
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
整
備

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

建
設
新
幹
線
課
長　

計
画

的
に
、
路
肩
崩
壊
に
対
応
す

べ
く
工
事
を
進
め
て
行
く
予

定
で
あ
る
。

俵 坂史跡整備はどうする
辻浩一 議員

答 担当各課で協議検討する

▲整備したい俵坂関所跡地

➡西
村　

政
府
は
コ
メ
の
生

産
調
整
「
減
反
」
を
平
成
30

年
産
か
ら
廃
止
す
る
が
、
嬉

野
市
の
新
た
な
農
業
政
策
は

考
え
て
い
る
か
。

市
長　

生
産
者
自
ら
営
農

計
画
を
立
て
需
要
に
応
じ
た

コ
メ
・
大
豆
・
飼
料
米
な
ど

の
生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

前
提
で
あ
る
。

西
村　

コ
メ
の
直
接
支
払

交
付
金
10
ア
ー
ル
当
た
り
、

７
５
０
０
円
が
市
内
生
産
農

家
全
体
で
約
５
０
０
０
万
円

交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

30
年
産
か
ら
廃
止
さ
れ
る
。

生
産
農
家
へ
の
影
響
は
ど
う

な
る
か
。

市
長　

厳
し
い
コ
メ
消
費

状
況
を
考
え
、
特
色
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
米
を
作
付
し
て
所
得

を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
ま
た
、
法
人
化
な
ど
で

生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
農
業
経

営
を
維
持
し
て
い
く
努
力
が

必
要
で
あ
る
。

▲動きが注目されるオスプレイ（平成 28 年度版 防衛白書）
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田
中　
県
が
河
川
管
理
の

一
環
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
よ
り

下
流
の
根
固
め
工
を
予
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

遊
歩
道
と
い
う
こ
と
か
。

建
設・新
幹
線
課
長　

今
回

の
根
固
め
は
遊
歩
道
と
は
別

の
も
の
で
あ
る
。

田
中　
将
来
は
そ
こ
へ
遊

歩
道
が
設
置
で
き
る
の
か
。

建
設・新
幹
線
課
長　

県
も

で
き
る
だ
け
協
力
は
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

嬉
野
川
の
葦
や

土
砂
の
除
去
を

田
中　

シ
ー
ボ
ル
ト
の

湯
か
ら
轟
の
滝
ま
で
、
河
川

に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
途
中
に
砂
利
で
中

州
が
で
き
た
り
、
遊
歩
道
が

砂
利
で
被
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
ま
た
葦
な
ど
の
雑

草
が
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
綺
麗
と
は
い
い
が
た

い
。
市
で
除
去
は
で
き
な
い

か
。市

長　
河
川
内
は
県
が
管

理
者
で
あ
り
、
県
で
整
備
す

る
の
が
原
則
で
は
な
い
か
と

思
う
。

建
設・新
幹
線
課
長　

予
算

的
な
も
の
を
無
視
す
れ
ば
、

協
議
の
中
で
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
と
思
う
。

田
中　

毎
年
や
れ
ば
何

千
万
も
か
か
る
事
業
で
は
な

い
と
思
う
。
遊
歩
道
や
嬉
野

川
の
風
景
を
観
光
地
嬉
野
の

財
産
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
財
源

な
ど
を
利
用
し
て
お
こ
な
う

べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　
県
の
河
川
管
理
の

責
任
の
中
で
す
べ
き
と
考
え

る
の
で
、
強
く
申
し
入
れ
を

し
て
い
き
た
い
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
想
定
飛
行

ル
ー
ト
の
対
応
は

田
中　

佐
賀
空
港
に
配

備
さ
れ
た
場
合
の
想
定
飛
行

ル
ー
ト
に
大
野
原
演
習
場
が

入
っ
て
い
た
が
、
市
長
の
今

後
の
対
応
は
。

市
長　

知
事
や
関
係
地

域
の
方
が
真
剣
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
で
、
結
果
等
に
つ

い
て
は
十
分
注
目
を
し
て
い

る
。

全
国
お
茶
ま
つ
り
の

開
催
誘
致
は

田
中　
平
成
11
年
の
開
催

か
ら
す
で
に
17
年
が
経
過
し

て
い
る
。
誘
致
に
手
を
挙
げ

る
考
え
は
。

市
長　

ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
や
消
費
拡
大
を
進
め
る

意
味
で
も
必
要
と
考
え
て
お

り
、
開
催
の
候
補
地
と
し
て

手
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

田
中　
五
町
田
火
の
口
交

差
点
は
長
い
間
議
論
さ
れ
て

き
た
が
、
い
ま
だ
に
工
事
が

進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
一
部
の

地
権
者
と
、
ま
だ
協
議
が
整

わ
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
な

か
な
か
工
事
着
工
に
至
っ
て

い
な
い
。

田
中　
今
ま
で
ど
う
い
う

対
応
を
し
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
相
手
の
方
と
話
し
合
い

を
さ
れ
た
経
緯
は
あ
る
の
か
。

建
設
新
幹
線
課
長
平
成
12

年
頃
に
、
今
の
交
差
点
の
計

画
図
が
で
き
上
が
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
13
年
か
ら
16
年

に
か
け
用
地
交
渉
や
用
地
買

収
を
行
い
、
買
え
た
分
は
購

入
を
し
た
。
し
か
し
、
一
部

の
地
権
者
と
、
ま
だ
交
渉
が

整
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
県
の
用
地
買
収

や
交
差
点
の
形
状
の
考
え
方

等
は
、
地
権
者
の
方
に
出
向

い
て
何
回
と
な
く
協
議
を
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

た
だ
、
最
終
協
議
を
さ
れ
た

の
が
８
年
前
で
、
今
の
所
は

間
が
あ
い
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
あ
る
。

田
中　
こ
の
交
差
点
は
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の

通
学
路
で
も
あ
る
た
め
、
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

市
長　

県
道
嬉
野
下
宿

塩
田
線
は
交
差
点
付
近
が
特

に
幅
員
が
狭
く
、
歩
行
者
に

と
っ
て
大
変
危
険
な
状
態
で
、

県
道
を
二
回
横
断
す
る
こ
と

に
な
る
。
通
学
路
の
安
全
確

保
と
い
っ
た
面
か
ら
も
、
一

日
も
早
い
工
事
完
了
を
期
待

し
て
い
る
。

田
中　
こ
の
交
差
点
の
今

五 町田火の口交差点
の改良どうする

田中平一郎 議員

答 早くできるように解決
方法を模索している

▲土砂が堆積した嬉野川遊歩道

シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
よ
り

下
流
の
遊
歩
道
整
備
は

田
中
政
司 

議
員

答
整
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る

➡
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梶
原
　

27
年
度
は
転
入

者
が
７
３
９
名
、
転
出
者
が

９
５
３
名
と
転
出
者
が
多
い

が
そ
の
理
由
は
。

企
画
政
策
課
長　

雇
用
の

場
の
確
保
が
影
響
し
て
い
る
。

梶
原　
転
入
奨
励
金
の
効

果
は
。

企
画
政
策
課
長　

転
入

奨
励
金
が
あ
っ
た
か
ら
転
入

し
た
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
、

一
つ
の
き
っ
か
け
に
は
な
っ

た
。梶

原　
転
入
奨
励
金
に
つ

い
て
は
、
嬉
野
市
な
ら
で
は

の
他
の
施
策
と
セ
ッ
ト
で
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
課
長　

ま
ち
の

魅
力
も
セ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

梶
原　
嬉
野
市
が
他
自
治

体
よ
り
誇
れ
る
施
策
は
。

市
長　
他
自
治
体
と
比
較

す
る
の
は
難
し
い
が
、
保
健

福
祉
・
教
育
施
策
は
市
民
に

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
思

う
。梶

原　
こ
れ
ま
で
の
私
の

提
案
に
つ
い
て
確
認
す
る
が
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め

の
救
急
情
報
キ
ッ
ト
の
利
用

状
況
は
。

福
祉
課
長　

一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
に
１
１
３
１

セ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

梶
原　
が
ん
対
策
の
一
つ

と
し
て
の
先
進
医
療
費
助
成

制
度
の
創
設
は
ど
う
な
っ
た

か
。市

長　
助
成
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
佐
賀
ハ
イ
マ

ッ
ト
と
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー

の
提
携
が
決
ま
っ
た
と
の
情

報
も
あ
り
、
市
と
し
て
も
取

り
組
む
努
力
を
す
る
。

梶
原　
以
前
に
も
質
問
し

た
が
給
食
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

今
の
段
階
で
無

料
化
は
非
常
に
厳
し
い
。

市
長　
他
の
自
治
体
の
動

き
も
承
知
し
て
い
る
。
財
源

と
し
て
１
億
程
度
か
か
る
が

可
能
性
が
あ
れ
ば
導
入
し
た

い
。梶

原　
働
く
場
所
の
確
保

は
企
業
誘
致
だ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
は
、
市
内
事
業
者
の
支

援
や
後
継
者
の
育
成
等
に
力

を
傾
注
す
べ
き
だ
。

市
長　
商
工
会
等
と
連
携

し
努
力
す
る
。

梶
原　
市
の
責
務
と
し
て

市
内
事
業
者
を
支
援
し
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
規
模
・
中
小
企
業
振
興
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。市

長　
条
例
に
つ
い
て
は

先
進
地
を
参
考
に
、
商
工
会

等
の
意
見
も
頂
き
な
が
ら
研

究
す
る
。

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
長　

県
の
土
木
事
務
所

と
は
毎
年
事
業
調
整
会
議
を

７
月
頃
に
開
催
し
、
私
も
毎

回
出
席
し
て
い
る
。
火
の
口

交
差
点
の
進
捗
や
現
状
に
つ

い
て
も
必
ず
協
議
を
し
、
要

望
も
行
っ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
で
き
る
だ
け
協
力
を
し

て
行
く
。
今
後
は
、
土
木
事

務
所
と
解
決
方
法
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中　

相
手
の
方
も
、
今

回
は
前
向
き
な
考
え
の
よ
う

で
あ
り
、
相
手
の
要
望
も
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

建
設
新
幹
線
課
長 

土
木
事

務
所
の
考
え
方
等
も
聞
き
、

嬉
野
市
と
し
て
も
、
県
の
意

向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
協

力
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

嬉 嬉野市が誇れる
施策は
　　 梶原睦也 議員

答 保健福祉・教育施策は理解
いただいていると思う

▲早く解決したい火の口交差点

▲支援して欲しい小規模商店街

➡
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生
田　
市
営
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長　
部
分
的
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

生
田　

市
営
住
宅
の
老

朽
化
が
進
む
一
方
、
民
間
の

賃
貸
物
件
の
空
き
も
目
立
つ
。

市
が
民
間
の
賃
貸
物
件
を
借

上
げ
、
市
営
住
宅
扱
い
に
し

て
、
対
象
者
に
貸
し
出
す
よ

う
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
以
前
検
討
し
た
が
、

入
居
者
の
意
見
と
接
点
が
あ

っ
て
い
な
か
っ
た
。

生
田　
嬉
野
市
の
人
口
が

減
少
す
る
中
に
お
い
て
、
現

在
の
市
営
住
宅
の
規
模
は
維

持
す
べ
き
な
の
か
。

市
長　

必
要
な
市
営
住

宅
に
つ
い
て
は
予
算
を
見
な

が
ら
建
て
替
え
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
、

慎
重
に
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

補
助
金
の
考
え
方
は

ど
う
か

生
田　
団
体
に
対
す
る
市

単
独
補
助
金
を
交
付
す
る
場

合
は
、
何
に
基
づ
く
の
か
。

市
長　
嬉
野
市
補
助
金
等

交
付
規
則
及
び
補
助
事
業
ご

と
に
規
定
し
て
い
る
補
助
金

交
付
要
綱
に
基
づ
き
交
付
し

て
い
る
。

生
田　
補
助
金
の
使
わ
れ

方
の
詳
細
を
ネ
ッ
ト
等
で
誰

も
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う

に
情
報
公
開
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　
情
報
公
開
の
適
切

な
手
続
き
を
す
れ
ば
公
開
で

き
る
。

宮
﨑　
う
れ
し
の
茶
交
流

館
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

平
成
27
年
度
に
実

施
計
画
が
完
了
し
、
現
在
造

成
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
造
成
工
事
完
了
後
、
本
体

工
事
に
入
る
計
画
で
、
設
計

完
了
は
平
成
30
年
３
月
を
目

標
と
し
て
い
る
。

宮
﨑　
平
成
28
年
度
６
月 ▲造成が進むうれしの茶交流館現場

う
れ
し
の
茶
交
流
館
の

運
営
は

宮
﨑
良
平 

議
員

答
当
面
は
直
営
で
、後
に

指
定
管
理
で

➡

補
正
予
算
に
お
い
て
４
億
９

５
２
４
万
円
が
計
上
さ
れ
、

当
初
予
算
と
合
計
す
る
と
約

５
億
７
４
０
０
万
円
の
総
事

業
費
予
定
だ
が
、
今
後
増
額

す
る
こ
と
は
な
い
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長　

工
事

費
に
つ
い
て
は
な
い
が
、
建

物
内
部
の
事
務
用
品
に
つ
い

て
は
、
次
年
度
計
上
す
る
。

宮
﨑　
運
営
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

市
長　
基
本
的
に
は
指
定

管
理
制
度
の
運
営
を
考
え
て

い
る
が
、
当
面
は
専
門
職
員

を
配
置
し
、
大
体
３
年
を
目

途
に
直
営
方
式
で
お
こ
な
う
。

宮
﨑　
直
営
方
式
ま
た
は

指
定
管
理
制
度
両
方
に
お
け

る
来
館
者
数
、
お
よ
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
試
算

は
で
き
て
い
る
の
か
。

う
れ
し
の
茶
振
興
課
長　

直
営

方
式
の
試
算
で
は
、
年
間

１
万
５
０
０
０
人
、
維
持
費

に
２
０
５
０
万
円
見
込
む
。

指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て
は

ま
だ
試
算
で
き
て
い
な
い
。

宮
﨑　

平
成
30
年
３
月
設

計
完
了
ま
で
約
１
年
半
。
運

営
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層

綿
密
な
運
営
計
画
が
必
要
だ

と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　
今
後
ま
た
た
く
さ

ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
な

が
ら
、
運
営
に
向
け
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

消
防
水
利
の
検
討
を

宮
﨑　
市
内
全
域
の
水
利

を
調
査
し
、
全
消
防
団
員
が

分
団
の
壁
を
超
え
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
簡
単
に
水

利
の
位
置
確
認
が
で
き
る
よ

う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

地
図
に
落
と
し
込
ん
で
は
ど

う
か
。

市
長　
消
防
水
利
の
情
報

共
有
と
し
て
、
現
在
検
討
し

て
い
る
。
ま
だ
提
案
段
階
で

あ
り
、
今
後
掲
載
に
あ
た
り

専
門
的
な
知
識
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
か
と
思
う
。

宮
﨑　
宮
崎
県
え
び
の
市

で
は
市
内
の
全
水
利
を
無
料

で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
う
ま

く
活
用
し
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

手
間
は
か
か
る
が
検
討
の
余

地
は
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

市
長　
更
に
研
究
を
し
て

い
く
。

市 営住宅のバリアフリー
どうする
　　　 生田健児 議員

答 部分的に進めている
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山
口　
学
校
給
食
費
無
料

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

１
億
円
程
度
の
予
算
が
か
か

る
の
で
非
常
に
き
つ
い
問
題

と
考
え
る
が
、
こ
れ
が
一
つ

の
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　
以
前
に
も
試
算
を

し
た
り
し
て
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
の
で
、
で
き
る
こ
と

な
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
祉
政
策
に
取
り
組
め

山
口　
佐
賀
市
が
未
婚
親

に
も
寡
婦
控
除
を
適
用
す
る

運
用
を
始
め
た
。
本
市
で
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

今
、
制

定
の
準
備
を
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
で
き
る
限
り
今
年

度
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適

用
で
き
る
よ
う
に
制
定
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

山
口　
妊
産
婦
や
乳
児
が
、

健
康
診
査
や
予
防
接
種
な
ど

で
、
医
療
機
関
に
通
院
す
る

際
の
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部

助
成
を
す
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ

子
育
て
タ
ク
シ
ー
費
用
助
成

制
度
」
に
取
り
組
ん
で
は
。

市
長　
妊
婦
の
方
で
厳
し

い
状
況
の
方
も
お
ら
れ
る
の

で
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

次
期
総
合
計
画
ど
う
す
る

山
口　
次
年
度
で
現
在
の

総
合
計
画
の
期
間
が
終
了
す

る
が
、
次
期
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

本
年
11

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、

来
年
度
早
々
に
審
議
会
を
立

ち
上
げ
、
来
年
12
月
を
め
ど

に
策
定
を
し
て
い
き
た
い
。

山
口　
策
定
に
当
た
っ
て
、

市
民
意
見
、
特
に
若
い
人
の

意
見
の
吸
い
上
げ
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
仮
称
百

人
委
員
会
み
た
い
な
組
織
も

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
立
ち
上
げ
る
べ
く

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

山
口　

小
・
中
学
生
に
、

よ
り
ふ
る
さ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

総
合
計
画
の
マ
ン
ガ
版
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　

よ
り
市

民
と
近
い
総
合
計
画
に
な
る

と
思
う
の
で
、
概
要
版
あ
た

り
は
こ
の
よ
う
な
形
で
作
成

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
を

山
口　
災
害
が
少
な
い
と

い
う
立
地
条
件
を
活
か
し
て

売
り
込
み
を
図
っ
て
は
。

企
画
政
策
部
長　

企
業
の

リ
ス
ク
分
散
の
動
き
も
あ
る

の
で
、
優
位
性
を
売
り
込
ん

で
い
き
た
い
。

学 校給食費無料化の
考えは

山口　要 議員

答 取り組みたいと思っている

▲美味しい、楽しい学校給食

➡コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
め

生
田　

嬉
野
に
お
い
て

ロ
マ
ン
シ
ン
グ
佐
賀
３
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
が
、

状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

市
長　

幅
広
い
層
の
観
光

客
誘
致
が
図
ら
れ
て
い
た
と

考
え
て
い
る
。

生
田　

漫
画
や
ア
ニ
メ
を

メ
イ
ン
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
嬉
野
市
と
し
て
も
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

一
つ
の
観
光
資
源

に
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

生
田　

福
岡
や
長
崎
か
ら

若
い
方
が
定
期
的
に
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
元
の
若
者
と

の
交
流
や
地
元
の
魅
力
ア
ッ

プ
を
図
り
、
よ
り
活
性
化
や

定
住
促
進
を
進
め
ら
れ
な
い

か
。市

長　

情
報
を
集
め
な
が

ら
努
力
し
て
い
き
た
い
。

▲バリアフリーを進めたい市営住宅
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市の施策に提案
そして

委員会レポート

　

嬉
野
市
の
経
済
活
性
化
の

鍵
は
、
交
流
人
口
を
い
か
に

増
加
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
誘

客
ニ
ー
ズ
が
今
後
期
待
で
き

る
体
験
型
観
光
と
ふ
る
さ
と

納
税
で
注
目
を
浴
び
て
い
る

長
崎
県
最
西
北
端
の
ま
ち
、

平
戸
市
の
観
光
施
策
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

　　　

旅
行
形
態
の
変
化
が
予
想

さ
れ
る
中
、
嬉
野
市
の
誘
客

に
と
っ
て
体
験
型
の
観
光
は

重
要
な
商
品
の
一
つ
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
言

え
る
。
市
内
に
お
い
て
は
、

地
場
産
業
や
地
元
の
伝
統
文

化
で
あ
る
お
祭
り
な
ど
が
体

験
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
体
験
型
の
商
品
と

な
る
の
か
ど
う
か
の
精
査
を

行
い
、
旅
行
代
理
店
と
の
連

携
も
図
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
予
約
の
受
付
や
チ

ケ
ッ
ト
販
売
や
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
発
信
な
ど
が
一
カ

所
で
完
結
す
る
事
が
、
体
験

型
観
光
は
じ
め
誘
客
の
円
滑

な
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
う
。

　

今
後
は
、
観
光
担
当
課
と

観
光
協
会
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
―

化
を
行
い
、
誘
客
に
対
し
て

の
情
報
が
全
て
網
羅
で
き
る

よ
う
な
一
元
管
理
体
制
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

体験型観光の
商品開発を

総
務
企
画

常
任
委
員
会

委
員
会
報
告
と
は

　

議
会
に
は
、
総
務
企
画
・
文
教
福
祉
・
産
業
建
設
の
３
常

任
委
員
会
が
あ
り
、
市
内
公
共
施
設
や
先
進
地
の
視
察
、
各

種
団
体
等
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
議
会
で
委
員
会
報
告

と
し
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
委
員
会
も

視
察
な
ど
行
っ
た
時
は
委
員
会
報
告
を
行
う
。

▲平戸市役所で学ぶ総務企画委員

常
任
委
員
会
の
構
成
と
担
当

総務企画常任委員会
委
員
長

辻
　
浩
一
・
総
務
関
係
　

副
委
員
長

芦
塚
典
子

・
財
政
関
係
　

田
中
政
司

・
企
業
誘
致
関
係

山
口
政
人

・
消
防
関
係

増
田
朝
子

・
社
会
教
育

川
内
聖
二

・
商
工
観
光
関
係

文教福祉常任委員会
委
員
長

山
口
忠
孝

・
健
康
福
祉
関
係

副
委
員
長

田
中
平
一
郎

・
学
校
教
育

山
口
　
要

・
文
化
財

西
村
信
夫

・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
関
係

梶
原
睦
也

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

森
田
明
彦

産業建設常任委員会
委
員
長

大
島
恒
典

・
建
設
関
係

副
委
員
長

山
下
芳
郎

・
農
林
関
係

田
口
好
秋

・
環
境
衛
生
関
係

織
田
菊
男

・
窯
業
関
係

宮
﨑
良
平

・
環
境
水
道
事
業

生
田
健
児

委
員
会
の
意
見
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健
康
づ
く
り
は
、
個
々
人

に
よ
る
日
頃
の
運
動
や
食
生

活
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ

る
が
、
行
政
も
各
種
検
診
や

健
康
診
査
等
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。

　

「
う
ら
ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ク
ラ
ブ
」
の
先
進
的
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
鳥
栖
市

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
病
気
に
罹
ら
ず

心
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め

の
必
要
条
件
で
あ
り
、
医
療

費
負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
。

　

鳥
栖
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
う
ら
ら
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ク
ラ
ブ
」
は
一
定
の
効
果

が
み
ら
れ
る
。

・
学
校
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
の
意
識
づ
け
が
子
ど

も
た
ち
に
で
き
る
。

・
ポ
イ
ン
ト
制
な
の
で
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
め

る
。

・
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
や
学
校

に
寄
附
し
て
社
会
貢
献

が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
課
題
も
散
見
す

る
。

・
担
当
課
の
事
務
作
業
が
増

大
。

・
ポ
イ
ン
ト
交
換
商
品
の
マ

ン
ネ
リ
化
。

「
健
康
づ
く
り
」
は
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
施
策
を
取
り
入
れ
た
ら

ど
う
か
と
思
う
。

　

嬉
野
市
に
お
け
る
基
幹
産

業
で
あ
る
お
茶
関
連
の
業
界

は
、
国
内
の
消
費
低
迷
の
影

響
で
大
変
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
に
あ
る
。
そ
こ
で
嬉
野

市
で
は
、
お
茶
の
海
外
販
路

開
拓
を
「
う
れ
し
の
茶
海
外

販
路
開
拓
戦
略
」
と
し
て
、

ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興

機
構
）
と
協
力
し
て
推
し
進

め
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み

の
現
状
と
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
佐
賀
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
で
調
査
を

行
っ
た
。

　　　

海
外
で
の
和
食
ブ
ー
ム
で

　

緑
茶
の
輸
出
が
活
発
化
し
、

輸
出
量
も
伸
び
て
き
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
は
個
々
の
商

社
の
取
り
組
み
が
主
流
で

あ
っ
た
。「
う
れ
し
の
茶
海

外
販
路
開
拓
戦
略
」
の
よ
う

に
、
地
域
を
あ
げ
て
輸
出
へ

取
り
組
む
の
は
珍
し
く
ジ
ェ

ト
ロ
佐
賀
の
所
長
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
残
留
農
薬
の
問

題
な
ど
の
課
題
も
多
い
。
今

年
度
よ
り
輸
出
専
用
の
茶
園

を
設
け
て
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
輸
出
に
耐
え
う

る
商
品
を
作
り
出
す
た
め
の

コ
ス
ト
と
時
間
は
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
官
民
（
茶
商
や

県
・
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
）
あ
げ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

文 教 福 祉
常任委員会
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を

産 業 建 設
常任委員会
う
れ
し
の
茶
を

海
外
へ
売
り
込
め

▲鳥栖市役所で研修する文教福祉委員

▲ジェトロ事務所で説明を受ける産業建設委員

付託委員会名 付託事件名

総務企画常任委員会 観光施策の連携について

文教福祉常任委員会
読書基本条例について
伝統的建造物群保存地区
について

産業建設常任委員会 茶交流館について

学ぶ
委
員
会
の
意
見

委
員
会
の
意
見

次
回
の
テ
ー
マ
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政
務
活
動
費
の
不
正
支
出

問
題
が
世
間
を
騒
が
し
て
い

る
。
嬉
野
市
議
会
で
も
年
間

24
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
疑
問
に
思
わ
れ
る

市
民
の
方
も
多
い
と
思
う
。   

　

自
戒
の
意
味
も
含
め
て
そ

の
声
に
答
え
た
い
。

●
政
務
活
動
費
と
は

　

議
員
活
動
と
し
て
必
要
な

調
査
や
研
究
に
か
か
る
費
用

の
支
出
で
あ
り
、
政
策
提
言

や
政
策
立
案
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
と
議
会
基
本
条
例
に

示
し
て
い
る
。

●
主
な
使
い
道
の
基
準
は

・
視
察
研
修
の
経
費

・
資
料
や
書
籍
等
の
購
入
で

あ
り
、
領
収
書
の
貼
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
視
察
研
修
の
報
告

書
を
作
成
し
、
全
員
協
議

会
で
報
告
す
る
。

・
議
員
個
人
の
広
報
に
係
る

経
費
は
認
め
な
い

・
事
務
機
等
の
環
境
整
備
の

充
当
は
認
め
な
い

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
て
い
る
内
容

・
議
員
別
支
出
状
況

・
議
員
の
支
出
別
の
書
類
や

領
収
書

・
議
員
の
政
務
活
動
報
告
書

・
使
用
で
き
る
経
費
の
内
容

※
誰
で
も
政
務
活
動
費
の
収

支
報
告
書
等
を
閲
覧
で
き

る
が
、
閲
覧
請
求
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

嬉
野
市
で
は
右
記
に
示
し

た
よ
う
に
、
閲
覧
書
類
は
ほ

ぼ
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
無
条
件
に

閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

●
議
員
の
良
識

　

嬉
野
市
議
会
で
は
、
他
の

市
議
会
と
異
な
り
、
会
派
制

を
取
っ
て
お
ら
ず
、
一
人
一

会
派
で
あ
り
、
個
人
の
責
任
・

良
識
で
政
務
活
動
費
を
使

用
し
て
い
る
。

★この印刷物は、1部あたり45円でできています。

議会広報編集特別委員会

〃〃〃〃〃
委　
　

員

副
委
員
長

委 

員 

長

生
田
健
児

川
内
聖
二

森
田
明
彦

芦
塚
典
子

織
田
菊
男

山
口　

要

山
口
忠
孝

山
下
芳
郎

コ
ラ
ム

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

地
方
議
員
に
よ
る
政
務
活

動
費
の
で
た
ら
め
な
使
わ

れ
方
の
報
道
を
見
る
に
つ

け
、
何
と
も
情
け
な
く
な

る
▼
本
来
、
政
務
活
動
費

と
は
、
議
員
の
政
策
能
力

を
高
め
、
資
質
の
向
上
を

目
的
に
、
特
別
に
認
め
ら

れ
た
費
用
で
あ
り
、
あ
た

り
前
だ
が
私
的
な
支
出

に
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い

▼
嬉
野
市
議
会
に
お
い
て

は
「
議
会
基
本
条
例
」
を

全
国
に
先
駆
け
て
制
定

し
、
厳
格
に
運
用
し
て
お

り
、
倫
理
意
識
の
レ
ベ
ル

は
高
い
と
自
負
す
る
。
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
１

円
単
位
ま
で
の
領
収
書

お
よ
び
、
各
報
告
書
も
公

開
し
て
い
る
▼
た
だ
、
今

回
の
事
件
を
他
山
の
石
と

せ
ず
、
市
民
の
負
託
を
受

け
て
い
る
事
を
改
め
て
肝

に
銘
じ
、
精
進
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
（
明
彦
）

中
学
生
の
声

地
域
に
誇
れ
る

学
校
を
目
指
し
て

塩
田
中
学
校

�

福
田　

剛
司

　「仁義礼智信～地域に誇れる学校にしよう
～」をスローガンに、現生徒会が活動を始め
て半年が過ぎました。生徒会役員で何度も話
し合い、一か月以上かかって決めたこのス
ローガンには「塩田中学校の一人ひとりが自
分自身を見つめ直し、周りの人たちに認めて
もらえる行動をすることが、より良い学校づ
くりにつながる」という思いが込められてい
ます。
　その実践のために、特に力を入れて行って
きたことが、挨拶、身だしなみ、ボランティ
ア活動です。毎朝のクラスごとの挨拶運動は
ずっと以前から続く塩田中学校の良き伝統だ
と思います。全校生徒がきちんとした身だし
なみになるため、各クラスで学級委員や生活
委員が呼びかけや点検活動もしています。
　ボランティア活動で印象的だったのは３月
に実施した東日本復興支援募金です。日本赤
十字社の方に募金がどのように使われていく
か、お話をしてもらい、手渡すことができま
した。この活動の直後に熊本で地震があり熊
本地震復興募金の活動をしました。みんなの
協力の心を感じ、嬉しかったです。
　「地域の誇れる学校」を目指して、まだま
だ足りない部分が多いと思いますが、先輩方
が築き上げてきた塩田中学校の伝統をしっか
り受け継ぎ、より良い学校にするため、自分
たちにできる活動を日々考え、これからも頑
張っていきたいです。

トピッ
ク
ス厳しーい

嬉野市議会政務活動費

▲不正な政務活動を伝える新聞

今
、問
わ
れ
る

政
務
活
動
費




